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広報

商工会議所青年部は，ボーイス力ウ卜、ガー，

ス力ウトなど、約150人の協力を得て，大村'

圏にあじさい 1000本を植樹しました。

今後も，公園を中山にあじさいを植樹し，最1
目標を21万本とする日本一のあじさい公圏を目j

します。

また，勤労青少年により、 JR大村駅前付近ー

も，あじさい300本ガ植えられました。
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4"> 
年

度

施

政

方

針

松
本
市
長
は、

3
月
定
例
市
議
会
で
¥
関
年
度
の
施

政
方
針
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

重
点
指
針
は

5
項
目
で
す
。

崇大村市長松本

最
近
の
高
齢
化
・
国
際
化

・
情
報
化
な
ど
急
速
に
変
化
す
る

社
会
情
勢
の
中
で
、
地
方
行
政
を
取
り
ま
く
環
境
は
ま
こ
と
に

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
社
会
経
済
情
勢
の
変
動
を
的
確
に
把
握
し
、

多
種
・
多
様
化
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
住
民
ニ

l
ズ
に
積
極
的
に

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

来
る
べ
き
幻
世
紀
を
展
望
し
た
中
で
、
長
期
的
視
点
に
た
っ

て
、
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
、
推
進
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
村
市
は
、
力
強
く
幾
多
の
苦
難
を
克
服
し
、

こ
れ

ま
で
歩
み
続
け
た
経
験
を
踏
ま
え
、

こ
の
貴
重
な
体
験
と
反
省

の
上
に
立
っ
て
、
皆
き
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
広
範
な
期
待
に
効

2-

果
的
に
応
え
る
た
め
、
と
も
す
れ
ば
従
来
の
慣
行
に
と
ら
わ

れ
が
ち
な
行
財
政
の
あ
り
方
か
ら
脱
却
し
、
新
鮮
な
感
覚
で
新

し
い
発
想
を
大
切
に
し
、
常
に
新
し
い
市
政
で
あ
る
こ
と
を
求

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
観
点
に
立

っ
て
、
昭
和
臼
年
度
を
「
新
た
な
創

造
の
年
」
と
し
て
掲
げ
た
い
と
考
え
ま
す
。

⑦快適なうるおいのあるまちづくり

②活力ある経済都市づくり

③健康で、ふれあいのある福祉

忌④個性豊かな文化・ 教育

⑤市財政の健全化



快
適
な
う
る
お
い
の
あ
る

ヰ
ホ
ち
づ
く
り

個
性
豊
か
な
、
県
央
の

中
核
交
通
産
業
拠
点
都
市

そ
の
基
盤
と
な
る
も
の
は
、

九
州
横
断

自
動
車
道
で
あ
り
、
予
定
ど
お
り
昭
和

ω

年
度
中
に
は
開
通
の
見
通
し
で
す
。

な
お
、
当
面
の
課
題
で
あ
り
ま
す
、
国

道
弘
号
線
拡
幅
改
良
工
事
・
国
道
4
4
4

号
線
早
期
開
通
、
な
ら
び
に
国
内

・
国
際

航
空
路
線
の
整
備
拡
充
に
つ
い
て
は
、
最

大
の
努
力
を
傾
注
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

例
年
度
開
通
を
目
指
し
て
い
る
九
州

横
断
自
動
車
道
整
備
(
坂
口
付
近
)

ま
た
、
「
お
お
む
ら
幻
都
市
デ
ザ
イ
ン

計
画
」
も
、
引
き
続
き
、
よ
り
具
体
性
を

持
っ
た
計
画
策
定
に
努
力
し
ま
す
。

リ
ゾ
ー
ト
法
に
基
づ
く

域

指

-k 

地

環
大
村
湾
総
合
開
発
の
根
幹
を
な
す
も

の
で
あ
る
の
で
、
最
大
限
の
努
力
を
傾
注

し
、
本
市
活
性
化
の
基
盤
整
備
を
図
り
ま

す
。水

資

源

開

発

特
に
昭
和
白
年
度
か
ら
継
続
し
て
い
ま

す
萱
瀬
ダ
ム
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
、
地

元
関
係
者
な
ら
び
に
関
係
機
関
の
ご
協
力
・

ご
指
導
を
賜
り
積
極
的
に
推
進
し
、
将
来

に
わ
た
る
水
需
給
体
制
の
確
立
を
図
り
ま

す
。簡

易
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
北
部

大
村
地
区
の
整
備
を
促
進
し
、
で
き
る
限

り
早
い
時
期
に
供
用
開
始
す
る
よ
う
努
力

し
ま
す
。

市

営

住

宅

建

設

の

前
年
度
に
引
き
続
き
古
賀
島
団
地
に
第

二
種
住
宅
1
棟

μ
戸
の
建
設
を
行
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

幹

線

道

路

網

の

整

備

注な
ましど長
たまの崎
、 す早空

雄 。期港
ケ 聞と
原通結
池のぶ
田 た道
二め 路
丁に 杭
目、 出

線全津
力松

大を原
上 傾線

戸
川
河
畔
整
備
・

4
里
川
護
岸
・
本
小
路

南
川
内
線
な
ど
の
整
備
改
良
。
交
通
安
全

対
策
と
し
て
、
古
賀
島
町
沖
回
線
・
原
口

古
賀
島
町
線
な
ど
の
整
備
に
万
全
を
期
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

一
般
廃
棄
物
の
完
全
処
理
を

都
市
化
と
と
も
に
一
般
廃
棄
物
は
年
ご

と
に
多
種
・
多
様
化
の
傾
向
に
あ
り
増
加

の
一
途
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
無
公
害
な
完

全
処
理
を
実
施
す
る
た
め
、
各
種
処
理
施

設
の
保
全
管
理
に
万
全
を
期
し
、
適
正
か

っ
円
滑
な
処
理
効
率
の
向
上
に
努
め
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
清
潔
な
ま
ち
づ
く

り
に
一
層
の
努
力
を
し
ま
す
。

ま
た
、
懸
案
の
埋
立
最
終
処
分
場
建
設

に
つ
い
て
は
、
関
係
各
位
の
ご
理
解
ご
協

力
に
よ
り
同
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
基

本
設
計
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

消

防

行

政

の

充

実

消
防
機
器
の
更
新

・
消
防
詰
所
等
施
設

の
整
備
を
計
画
的
に
推
進
、
消
防
団
員
の

教
養
訓
練
な
ど
消
防
知
識
、
技
能
の
向
上

に
努
め
、
防
災
体
制
を
整
備
充
実
し
て
、

皆
き
ん
の
生
命

・
財
産
の
保
護
に
万
全
を

期
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

下

水

道

の

普

及

促

進

昭
和
白
年
3
月
末
で
、

m
M

・
5
パ
ー
セ

ン
ト
に
達
す
る
見
込
み
で
す
。

本
年
度
も
、
下
水
道
の
根
幹
と
な
る
雨

水
お
よ
び
汚
水
幹
線
管
渠
工
事
を
は
じ
め
、

末
端
管
渠
枝
線
工
事
の
整
備
を
図
り
、
大

村
・
西
大
村
・
竹
松
地
区
の
未
水
洗
化
区

各機器の操作をする中央制御室

活

力

あ

る

経

済

都

商

工

業

発

展

対

策

九
州
横
断
自
動
車
道
開
通
後
に
お
け
る
、

本
市
の
商
工
業
に
与
え
る
多
く
の
影
響
性

を
考
慮
し
、
そ
の
対
応
策
に
つ
い
て
、
長

期
に
わ
た
る
商
業
サ
イ
ド
か
ら
み
た
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
行
う
商
業

域
を
重
点
的
に
一
新
の
普
及
促
進
に
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

更
に
、
浄
水
管
理
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
下
水
流
入
量
の
増
大
に
対
応
す
る
た

め
、
水
処
理
施
設
の
機
械
お
よ
び
電
気
工
事

を
完
成
き
せ
、
下
水
道
処
理
機
能
の
充
実

を
図
り
、
健
全
な
下
水
道
行
政
の
効
率
的

運
営
を
進
め
ま
す
。7 、 ，圃.
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近
代
化
地
域
策
定
事
業
に
つ
い
て
、
商
工

会
議
所
等
と
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
み
ま

す
。ま

た
、
中
小
企
業
者
の
経
営
安
定
の
た

め
、
中
小
企
業
振
興
資
金
融
資
制
度
、
更

に
本
年
度
か
ら
持
家
住
宅
の
建
設
促
進
を

図
る
た
め
、
個
人
住
宅
建
設
資
金
利
子
補

給
制
度
を
実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

q
J
 



活
性
化
に
重
要
な
企
業
誘
致

県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
建
設
を
機
に
、

大
村
ハ
イ
テ
ク
パ
l
ク
に
積
極
的
に
、
企

業
を
誘
致
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

‘大
村

構 1
7 

相ク
J、

図 ク

工

業

用

水

道

事

業

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想
の
一
環
と
し
て
、

大
村
ハ

イ
テ
ク
パ
ー
ク
に
工
業
用
水
を
供

給
し
、
健
全
な
工
業
の
発
展
に
よ
る
本
市

全
体
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
昭
和
白
年

度
に
引
き
続
き
送
水
管
布
設
工
事

・
池
田

送
水
ポ
ン
プ
場
電
気
動
力
設
備
な
ど
の
工

事
を
施
工
し
ま
す
。

観

光

施

設

の

整

備

観
光
協
会
な
ど
の
関
係
機
関
と
十
分
に

協
議
し
な
が
ら
、
観
光
施
設
の
整
備
に
重

点
を
置
き
、
琴
平
岳
の
開
発
・
整
備
を
行

う
と
共
に
観
光
客
の
増
加
を
図
り
た
い
と

考
、
え
ま
す
。

日

中

親

善

受

流

中
国
上
海
県
と
の
農
業
交
流
に
加
え
て
、

経
済
・
文
化
面
で
の
交
流
を
促
進
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

農

林

業

の

振

興

各
農
業
協
同
組
合

・
農
業
共
済
組
合

・

森
林
組
合
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を

密
に
し
て
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に

基
づ
き
、
土
地
の
有
効
利
用
、
農
業
生
産

の
確
立
お
よ
び
、

土
地
基
盤
整
備
事
業
な

ど
の
推
進
に
努
力
し
ま
す
。

農
業
振
興
対
策
と
し
て
は
、
生
産
資
金
、

農
作
物
な
ど
被
災
者
緊
急
融
資
、
指
定
作

物
の
価
格
安
定
補
填
事
業
、
各
種
の
災
害

か
ら
農
家
を
守
る
た
め
の
共
済
加
入
助
成

事
業
お
よ
び
振
興
資
金
な
ど
の
利
子
補
給

の
助
成
を
実
施
し
た
い
考
え
で
す
。

ま
た
、
平
坦
地
農
業
対
策
は
、
ビ
ワ
の

ハ
ウ
ス
施
設
に
対
し
助
成
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

特
に
、
土
地
改
良
事
業
は
、
郡
地
区
、

寺
の
前
ほ
場
整
備
事
業
な
ど
を
継
続
し
て

実
施
す
る
と
共
に
今
村
地
区
の
調
査
設
計

に
着
手
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

広

域
基
幹
農
道
、
農
免
農
道
整
備
事
業
も
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

更
に
市
単
独
事
業
と
し
て
狭
小
水
田
の

小
規
模
ほ
場
整
備
、
園
芸
ハ
ウ
ス
な
ど
の

水
田
農
業
確
立
定
着
化
を
図
る
と
共
に
、

畜
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
優
良
畜
な
ら
び

に
畜
産
物
の
生
産
に
努
め
、
優
良
家
畜
導

入
事
業
な
ど
を
推
進
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

三五云ク/水

産

振

興

今
後
の
重
要
課
題
と
し
て
、
採
る
漁
業

か
ら
育
て
る
漁
業
へ
の
移
行
策
と
し
て
浅

海
増
殖
事
業
、
次
代
を
担
う
漁
業
後
継
者

健
康
で

対
策
な
ど
を
、
各
漁
業
協
同
組
合
の
ご
協

力
を
得
て
実
施
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
東
浦
漁
港
改
修
工
事

に
加
え
、
松
原
漁
港
局
部
改
良
工
事
を
新

た
に
着
工
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ふ

れ

あ

い

の

あ

る

福

祉

地

域

福

祉

の

確

立

老
人
や
心
身
障
害
者
・
児
童
・
母
子
な

ど
の
人
た
ち
に
と

っ
て
、
住
み
や
す
い
地

域
社
会
を
つ
く
り
あ
げ
る
に
は
、
一

人
ひ

と
り
が
福
祉
活
動
に
参
加
し
、
地
域
の
社

会
福
祉
施
設
や
医
療
機
関
な
ど
と
一
体
と

な
っ
た
地
域
福
祉
の
確
立
が
必
要
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
社
会
福
祉
協

議
会
と
連
携
を
取
り
、

在
宅
福
祉
サ

l
ビ

ス
・
ボ
ラ
ン
ト
ピ
ア
事
業
を
中
心
と
す
る
、

地
域
に
根
ざ
し
た
社
会
福
祉
活
動
施
策
を

積
極
的
に
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
老
人
の
生
き
が
い
対
策
に
つ
い

て
も
、
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
ご
協
力

を
得
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

健

康

づ

く

り

こ
れ
か
ら
は
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
、

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
と
い
う
意
識 着々と進め られているほ場整備事業(鈴田地区)

を
、
全
市
民
が
も
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
考
、
え
ま
す
。

こ
の
た
め
、
保
健
婦
の
活
動
な
ど
を
通

じ
て
、
健
康
に
対
す
る
意
識
を
啓
発
す
る

と
共
に
、
検
診
な
ど
の
受
診
率
の
向
上
を

図
り
、
保
健
予
防
と
健
康
教
育
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

ま
た
、
従
来
の
検
診
業
務
に
、
肺
が
ん

検
診
を
加
え
、
皆
さ
ん
の
健
康
保
持
に
努

力
し
ま
す
。

4 -

公

害

の

未

然

防

比

市
民
、
企
業
、
行
政
が
一
体
と
な

っ
て

公
害
の
未
然
防
止
を
図
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。

環

大

村

湾

総

合

開

発

最
大
の
課
題
で
あ
る
大
村
湾
浄
化
対
策

は
、
大
村
湾
沿
岸
の
市
町
村
と
十
分
な
協

議
を
重
ね
、
引
き
続
き
生
活
排
水
処
理
施

設
の
設
置
指
導
、
普
及
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

設

立

高
齢
者
福
祉
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
健

全
で
、
ゆ
た
か
な
老
後
の
た
め
に
を
テ
!

?
と
し
て
、
高
齢
者
の
も
つ
知
識
や
経
験

な
ど
を
地
域
社
会
に
環
元
す
る
な
ど
生
き

が
い
対
策
と
し
て

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
昨
年
度
か
ら
準
備
し
て

い
た
も
の
で
す
が
、
今
後
、
会
員
な
ら
び

に
関
係
団
体
等
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

本
事
業
の
発
展
に
努
力
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。



市

立

病

院

の

整

備

広

充

地
域
医
療
の
中
核
的
施
設
に
ふ
さ
わ
し

い
施
設
と
し
て
、
整
備

・
拡
充
に
努
力
し

て
い
ま
す
。

予
防
医
療
の
面
か
ら
も
、
検
診
対
策
に

も
重
点
を
置
き
診
療
科
目
や
内
容
の
充
実

は
も
ち
ろ
ん
経
営
面
に
も
意
を
用
い
、
皆

さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ
る
病
院
と
な
る
よ
、
っ

万
全
を
期
し
て
い
き
ま
す。

な
お
、
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築
の
第

一
歩
と
し
て
、
「
心
臓
血
管
病
セ
ン
タ
ー
」

を
新
設
整
備
し
、
医
師
ス
タ

ッ
フ
な
ど
の

研
修
を
実
施
し
、
昭
和
臼
年
4
月
か
ら
診

療
を
開
始
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
の
充
実

国
民
健
康
保
険
事
業
を
と
り
ま
く
諸
情

勢
は
、
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
医
療
費
の
高
騰
も
少
し
ず

つ
安
定
に
向
か
う
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

〆，.、
，
a

、

一
方
、
医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
る
高
額
医

療
に
つ
い
て
は
増
加
の
傾
向
が
続
く
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

個
性
豊
か
な
文
化

国
際
的
視
野
に
立
つ

豊
か
な
人
間
育
成
を

大
村
を
担
う
人
材
が
育
つ
教
育
都
市
大

村
の
確
立
を
め
ざ
し
、
人
間
尊
重
の
精
神

を
基
調
と
し
て
、
知

・
徳
・
体
の
調
和
の

と
れ
た
教
育
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
大
村
お
よ
び
国
家
社
会
を
担

う
責
任
を
自
覚
し
、
生
涯
を
通
じ
て
学
び

国
際
的
視
野
に
立
つ
豊
か
な
人
間
を
育
成

し
、
本
市
教
育
の
充
実
発
展
に
努
め
ま
す
。

教

育

環

境

整

備

昭
和
臼
年
度
学
級
増
が
見
込
ま
れ
る
福

重
小
学
校
の
増
築
を
は
じ
め
、
中
学
校
2

校
に
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
建
設
を
行
う
と
と

も
に
、
各
学
校
と
も
で
き
る
限
り
の
改
修
、

整
備
を
行
い
ま
す
。

現
代
は
、
個
人
・
家
庭

・
学
校
・
企
業

な
ど
、
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
文
化
性
を
豊
か

に
す
る
こ
と
が
必
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
社
会
の
進
展
は
、
私
た
ち

の
生
活
環
境
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
、

新
し
い
課
題
や
役
割
に
適
応
す
る
た
め
、

関
係
機
関
・

団
体

・
町
内
公
民
館
な
ど
を

通
じ
て
、
学
習
機
会
の
拡
充
や
指
導
者
育

成
に
努
め
、
健
全
で
明
る
く
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り
の
「
生
涯
学
習
」

の
推
進
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
文
化
財
の
整
備
、
文
化
財
ガ
イ

国
保
税
の
収
納
率
向
上
に
つ
い
て
は
、

従
来
以
上
の
工
夫
と
努
力
を
払
い
、
収
納

体
制
の
確
立
を
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

教

育

ド
ブ

ッ
ク
の
発
刊
準
備
に
つ

い
て
も
、
着

手
し
ま
す
。

待
望
の
総
合
文
化
会
館
建
設

昭
和
U
年
市
制
施
行
日
周
年
記
念
事
業

の
一
つ
と
し
て
、
広
く
皆
さ
ん
の
御
意
見

を
反
映
し
た
文
化
会
館
を
建
設
す
べ
く
大

村
市
総
合
文
化
会
館
建
設
準
備
懇
話
会
を

設
置
し
、
現
在
精
力
的
に
御
検
討
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
会
館
建
設
に
は
、
多
額
の
経
費
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
経
費
の

一

部
を
年
次
計
画
的
に
積
立
て
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
大
村
市
文
化
会
館
建
設
基
金

条
例
を
制
定
し
ま
す
。

社
会
体
育
施
設
の
整
備

野
球
場
な
ど
既
存
の
施
設
や
地
区
の
運

動
場
の
整
備
充
実
を
図
り
、
指
導
者
の
養

成
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

市

財

政

の

健

行

財

政

改

革

市
政
は
常
に
市
民
に
聞
か
れ
、
理
解
さ

れ
る
政
治
の
実
現
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
国

・
地
方
を
通
じ
て
、
わ
が
国

が
当
面
し
て
い
る
最
大
の
行
政
課
題
で
あ

る
行
財
政
運
営
の
適
正
化
、
効
率
化
を
、

本
市
に
お
い
て
も
促
進
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

本
市
の
行
財
政
改
革
へ
の
取
り
組
み
は
、

す
で
に
昭
和

ω年
日
月
策
定
の
「
大
村
市

行
政
改
革
大
綱
」
に
お
い
て
当
面
の
改
革

指
針
を
明
ら
か
に
し
、
遂
次
、
実
現
を
は

か
っ
て
い
ま
す
。

全

化
ま
た
、
市
職
員
の
創
造
力
・
企
画
力
・

実
践
力
を
育
成
す
る
た
め
の
、
職
員
研
修
、

機
構
お
よ
び
事
務
内
容
な
ど
の
見
直
し
、

東
京
事
務
所
開
設
の
た
め
の
調
査
な
ど
、

積
極
的
に
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
各
種
の
広
報
を
は
じ
め
、
公
聴
、

市
民
相
談
、
地
域
こ
ん
談
会
な
ど
も
き
め

細
か
く
行
い
、
市
民
総
参
加
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

電

算

機

の

高

度

利

用

化

住
民
情
報
漢
字
オ
ン
ラ
イ
ン
の
本
格
的

稼
動
に
よ
り
、
窓
口
業
務
の
省
力
化
、
じ

ん
速
化
を
確
保
し
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
長
い
聞
の
懸
案
事
項
で
あ
り
ま

し
た
大
村
市
総
合
土
地
利
用
計
画
に
必
要

な
地
籍
調
査
に
着
手
し
ま
し
た
。

フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
銘
充

競
艇
事
業
収
益
は
、
大
村
市
の
貴
重
な

財
源
で
す
。

ボ
ー
ト
事
業
を
「
永
続

・
発
展
」
さ
せ

る
こ
と
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
フ
ァ
ン
サ

ー
ビ
ス
の
一
つ
と
し
て
、
電
話
投
票
シ
ス

テ
ム
化
、
場
内
の
イ
メ
ー
ジ
転
換
、
遊
園

地
を
中
心
と
し
た
周
辺
の
環
境
整
備
、
新

し
い
企
画
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、
宣

伝
の
強
化
、
フ
ァ
ン
の
海
上
輸
送
を
と
り

入
れ
た
交
通
網
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
売
上
げ
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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「
わ
た
し
の
提
言
」
箱
は
、
対
話
の
市
政
を
よ
り

充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
今
年
1
月
よ
り
市
役
所
ロ

ビ

ー
、
各
出
張
所
の

8
か
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
問
、
皆
き
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
・
要
望

は
、
必
要
に
応
じ
回
答
す
る
と
共
に
、
貴
重
な
意
見

と
し
て
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見

・
要
望
の

中
か
ら
、
問
答
式
で
い
く
つ
か
照
会
し
ま
す
。

わ
た
し
の
提
言
@
戸
ン
ド
A

間

市
政
町
周
年
を
記
ム
志
し
て
¥
総
合
文
化
会
館
の

建
設
計
画
ガ
あ
っ
て
い
る
ガ
、
場
所
は
雄
ケ
原
ハ
イ

テ
ク
パ
i
つ
が
い
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

ま
芝
、
大
ホ
ー
ル
の
規
模
は

2
¥
0
0
0人
以
上

の
収
容
ガ
い
い
と
患
う
。

答

広
く
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
し
、
理
想
的
な
会

館
を
建
設
す
べ
く
、
大
村
市
総
合
文
化
会
館
建
設
準

備
懇
話
会
を
設
置
、
委
員
犯
人
を
委
嘱
し
、
設
置
場

所
や
規
模
な
ど
に
つ
い
て
、
調
査
検
討
を
い
た
だ
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

間

本
市
も
、
東
京
に
事
務
所
を
設
け
て
ほ
し
い
。

事
務
所
ガ
あ
れ
ば
今
以
上
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
う
。

答

各
方
面
か
ら
種
々
提
言
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
今
年
度
に
十
分
調
査

・
検
討
を
行
い
、
出
き
れ

ば
仙
年
度
に
は
設
置
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

間

市
内
に
は
相
当
数
の
犬
ガ
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

飼
育
者
の
モ
ラ
ル
の
低
下
ガ
著
し
い
。
な
き
声
・
排

便
・
放
し
飼
い

・
運
動
不
足
な
ど
の
日
常
に
お
け
る

手
入
れ
を
怠
り
¥
周
辺
の
住
民
に
大
変
迷
惑
が
か
か

っ
て
い
る
。
ど
う
に
か
な
ら
な
い
か
。

筈

狂
犬
病
予
防
法
で
は
、

毎
年
1
回
の
登
録
を
義

務
づ
け
て
お
り
、
未
登
録
の
犬
に

つ
い
て
は
捕
獲
、

抑
留
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
村

利
子
補
給
が
受
け
ら
れ
ま
す

j

個
人
住
宅
建
設
資
金

j

利
子
補
給
金

2
万
円

(年
間
)
を
限
度
と
し
て
別

に
定
め
た
額

支
付
適
用

昭
和
日
年
4
月
1
日
以
降
の
融
資

利
子
補
給
期
間

2
年
間

手
続
き

所

定

の
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、

4
月
刊
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
課

市
で
は
個
人
住
宅
の
建
設
促
進
の
た
め
、
大
村
市

個
人
住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
制
度
房
新
設
し
ま
し
た

次
に
該
当
す
る
人
は
利
子
補
給
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
人

住
宅
建
設
資
金
の
融
資

(
3
0
0

万
円
以
上
)
を
受
け
、
市
内
に
自
ら
居
住
す
る
た

め
の
住
宅
の
新
築
(
購
入
を
含
む
)
お
よ
び
、
増

改
築
を
行
っ
た
人
。

ι-

世F

年

助役i霊前回雷介氏 市
犬
取
締
条
例
で
は
、
飼
育
者
の
義
務
と
し
て
、
放

し
飼
い
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
な
き
声
を
法
で
規
制
は
で
き
ず
、
登
録

さ
れ
た
犬
で
あ
れ
ば
、
飼
育
者
の
資
格
を
制
限
す
る

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
飼
育
者
の
良
心
に
お
ま
か
せ

す
る
し
か
方
法
が
な
い
の
が
現
状
で
す
。

市
で
は
、
登
録
時
や
市
広
報
紙
な
ど
に
よ
っ
て、

随
時
「
犬
の
正
し
い
飼
い
方
」
を
指
導
し
て
い
ま
す

が
、
今
回
の
ご
意
見
を
参
考
に
き
せ
て
い
た
だ
き
、

内
容
の
充
実
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

三

浦
地
区
発
展
の
た
め
、
大
村
・
諌
早
岡
市
間

の
壁
を
緩
和
し
て
ほ
し
い
。
特
に
小

・
中
学
校
へ
の

通
学
問
題
、
今
村
川
の
橋
り
ょ
う
問
題
に
つ
い
て。

答

通
学
区
域
に
つ
い
て
は
、
法
律
に
よ
り
、
市
教

育
委
員
会
が
指
定
し
た
、
小
・
中
学
校
に
就
学
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
現
行
の
行
政
区
、
通
学
区
が

確
立
し
て
い
る
中
で
の
区
域
外
通
学
は
困
難
で
あ
り

ま
す
が
、
今
後
の
施
策
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
村
川
の
橋
り
ょ
う
新
設
に
つ
い
て
は
、
市
政
懇

談
会
な
ど
を
通
じ
地
元
か
ら
強
い
要
望
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
市
と
し
て
も
、
実
現
に
向
け
て
鋭
意
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
多
額
の
経
費
を

必
要
と
し
ま
す
の
で
、
今
後
、
国
・
県
の
補
助
事
業

と
し
て
採
択
を
働
き
か
け
、
早
期
実
現
を
目
指
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

前
田
喬
介
新
助
役

一
脈
昨
需
M
h
氏
(
閉
山
歳
)
が
、

4
月
四

日
、
市
助
役
と
し
て
就
任
き
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は、

中
村
前
助
役
の
退
任
に
伴

う
も
の
で
、
今
後
、
大
村
市
発
展
の
た

め
、
奮
励
努
力
さ
れ
ま
す
。

略
歴

昭
和
引例
年

3
月
¥
九
州
大
学
法
学
部
法

律
学
科
卒
業
。

同
年
刊
月
¥
県
職
員
と
な
る
。

U
年

4

月
、
県
総
務
部
次
長
兼
財
政
課
長
。

日
年

4
月
、
県
生
活
福
祉
部
長
。
日
年

4
月
、
県
農
林
部
長
。
臼
年

3
月
、
依

願
退
職
。

中
村
助
役
畏
い
聞

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た

中
村
豊
氏
(
前
助
役
)
が、

3
月
白
日
付
を
も
っ

て
、
助
役
を
退
任
き
れ
ま
し
た
。

中
村
氏
は
、
昭
和
幻
年
8
月
、
助
役
と
し
て
就
任

以
来
、
大
村
市
発
展
の
た
め
ご
尽
力
を
し
て
い
た
と

き
ま
し
た
。

長
い
間
ご
苦
労
き
ま
で
し
た
。
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市職員に見送られる中村前助役
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下
水
道
は
、
家
庭
や
事
業
所
な
ど
か
ら
で
る
汚
水

(
風
呂
・
台
所
・
ト
イ
レ
な
ど
の
雑
排
水
)
を
、
科

学
的
、
衛
生
的
に
処
理
し
て
、
き
れ
い
な
水
に
よ
み

が
え
ら
せ
る
重
要
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
料
金
改
定
は
、
臼
年
度
か
ら
3
か
年
の
財

政
計
画
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
ま
す
。

公
害
の
な
い
快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

料
金
改
定
の
概
要

維
持
管
理
費

活
水
の
処
理
¥
下
水
道
管
の
清
掃
や

自
動
車
税
の
納
付
は

内
寸

'w
ホ
イ
i

自
動
車
税
は
、
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

が
遅
れ
る
と
延
滞
金
が
つ
き
ま
す
。

5
月
刊
日
を
す
ぎ
て
も
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い

と
き
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
自
動
車
を
解
体
し
た
り
、
他
人
へ
譲
渡
し

が
-a

nリ
d
a
A
W

月
分

(
6月
分
納
付
)
か
ら
{
}

修
理
、
施
設
の
修
繕
な
ど
で
¥
公
費
で
負
担
す
る
経

費
を
除
き
、
全
額
使
用
量
に
算
入
し
て
い
ま
す
。

資

本

費

下
水
道
建
設
費
の
一
部
で
あ
る
地
方
債
の

元
利
償
還
金
の
う
ち
、
平
均

9
・
5
%を
使
用
科
に

算
入
し
て
い
ま
す
。

基
本
料
金
現
行
の
刊

3mま
で
を

¥
5
3
mま
で
と
¥

叩
3mま
で
の

2
段
階
制
に
し
て
い
ま
す
。

平
均
改
定
率

収
山
・

4
%

井
戸
水
利
用
の
料
金

井
戸
水
(
地
下
水
)
の
み
を
使
用
き
れ
て
い
る
一

般
家
庭
の
汚
水
量
は
、

2
人
ま
で
の
世
帯
が
1
か
月

に
つ
き
刊
訂
、

2
人
を
越
え
る
世
帯
は
1
人
増
す
ご

と
に
4
U
を
加
算
し
ま
す
。

ま
た
、
水
道
水
と
の
併
用
の
場
合
は
、
原
則
と
し

て
、
水
道
水
の
使
用
水
量
に
井
戸
水
使
用
水
量
の
2

分
の

1
を
加
算
し
ま
す
。

井
戸
水
使
用
の
ご
家
庭
で
、
世
帯
人
員
や
、
井
戸

水
使
用
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
変
更
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

5
月
白
日
ま
で
に

た
り
し
て
い
て
も
、
抹
消
登
録
、
移
転
登
録
を
し
て

な
い
と
い
つ
ま
で
も
課
税
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
は
確
実
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
長
崎
県
自
動
車
税
事
務
所

(宮
長
崎
@
8
8
3
5
)

使
用
開
始
・
休
正
は
届
け
出
を

下
水
道
の
使
用
を
開
始
さ
れ
る
時
や
休
止
さ
れ
る

時
は
、
必
ず
開
始
届
、
休
止
届
を
七
て
く
だ
さ
い
。

忘
れ
る
と
、
ご
護
を
お
か
け
す
る
警
が
あ
り
手
。

問
い
合
わ
せ
下
水
道
業
務
課
管
理
係

下水道使用料金表 (1か月 )

基 本 料 金 超過料金(1立方メート ルにつき)

種別
汚 ヌk 量 料 金 汚 7.K. 豆 料 金

10n:.方メートルを超え
100円

20立方メートルまでの部分
5立方メートル

750円 20立方メートルを超え
まで 30立方メートルまでの部分

110円

一 般 30n:.方メートルを超え
130円

汚水 50立方メートルまでの部分
5立方メートル 50n:.方メートルを超え

150円
を超え10立方メ 850円 100立方メートルまでの部分

ー トルまで 100n:.方メートルを超える 170円
」 一一

部分

"展

上海博物館所蔵

成ff1 日
中
平
和
友
好
条
約
締
結
叩
周
年
記
意

希
望
さ
れ
る
方
は
ど
う
ぞ

読

書

感

想

文

集

図
書
館
で
は
、
秋
の
読
書
週
間
行
事
と
し
て
、
皆

さ
ん
か
ら
募
集
し
た
、
読
書
感
想
文
・
読
書
体
験
記

な
ど
を
編
集
し
て
文
集
を
作
成
し
ま
し
た
。

児
童
読
書
感
想
発
表
大
会
の
発
表
者
の
原
稿
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
人
に
は
無
料
で
さ
し

あ
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

野唇蜘今

市
立
図
書
館
(
宮
②
2
4
5
7
)

5月9日
申し込みは --11日までj

※土曜・日曜の申し込みが多い場合は，

5月12日(木)に抽選します。
申し込み商工観光課

①5月5日子供の日トリム広場を無料

開放します。

休
館

7 

4
周
辺
日
働
j

5
月
何
回
目

月
曜
日

県

立

美

術

博

物

館

観
覧
料

一
般
5
0
0
円
、
高
・

大
生
3
0
0
円
、
小
・
中
学
生
2

0
0
円
(
却
人
以
上
の
団
体
は
1

0
0
円
引
)



ら
み
た
親

f 

ぼ

く

の

た
し
の

東
京
都
立
大
学
教
授
・

山
理
学

詫

摩

武

イ愛

子
供
の
年
齢
が
い
く
つ
で
あ
っ
て
も
、

子
供
に
と
っ
て
も
っ
と
も
身
近
な
人
の
中

に
親
は
入
り
ま
す
。
子
供
に
と
っ
て
親
は

ど
ん
な
意
味
を
も
っ
た
人
で
し
ょ
う
か
。

自
分
の
世
話
を
し
て
く
れ
る
人
、
す
ぐ

そ
ば
に
い
る
お
手
本
、
い

い
友
達
、
対
抗

す
る
目
標
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
、
お
お
よ

そ
以
上
の

5
つ
の
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
子
供
の
成
長
に
と
も
な
っ
て

大
体
こ
の
順
序
で
変
化
し
て
い
ま
す
。
移

行
は
明
確
で
あ
り
ま
せ
ん
し
、

同
時
に

2

つ
以
上
の
意
味
を
も

っ
た
存
在
で
あ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

世
話
を
し
て
く
れ
る
人
、
こ
れ
は
説
明

す
る
こ
と
も
な
い
で
し
ょ
う
。
食
事
、
衣

服
の
着
脱
・
洗
濯
、
通
園

・
通
学
の
世
話

な
ど
、
自
分
を
保
護
し
て
く
れ
る
親
の
姿

で
す
。
こ
の
時
期
の
親
の
愛
が
大
き
く
、

、 ，〆~/

た
か
ら

剣

道

の

皆

勤

賞

の

た

て

(高5
8 
歳見み

葉寛2

雪道室

く
ん

りょう すけ

良輔くん(5中田町)

861. 12. 25生まれ

アグ Fノル登場
くだ、ものと外で、遊ぶのが大好きでお兄ちゃ

んのあとを追いかけまわしています。

いつまでも兄弟仲良くねー…(巴光代さん〉

くち

口
やま

山

の
⑫ 

ぼ
く
の
宝
も
の
は
、
剣
道
の
先

生
ガ
ら
も
ら
っ
芝
、
皆
勤
賞
の
だ

て
で
す
。

剣
道
は
?
年
生
の
と
き
か
ら
習

い
¥
ー
年
か
ら
っ
年
ぎ
で
¥
練
習
は
¥

na--
己
も
欠
か
さ
ず
行
き
ま
し
だ
。

先
生
か
ら
「
が
ん
ば
っ
だ
ね
/
」

と
言
わ
れ
て
、
皆
勤
賞
の
だ
て
を

も
ら
っ
定
時
は
¥
う
れ
し
く
て
う

れ
し
く
て
定
ま
り
ま
せ
ん
で
し
だ
。

こ
れ
か
ら
も
休
ま
ず
、
兄
ち
ゃ

ん
の
よ
う
に
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い

ま
す
。

や
性
別
を
超
え
て
、
気
ご
こ
ろ
の
分
か

っ

た
相
手
、
安
心
し
て
話
せ
る
人
と
い
う
関

係
に
な
り
ま
す
。
意
見
の
対
立
も
、
妥
協

で
き
な
い
見
解
の
相
違
も
あ
り
ま
す
が
、

一
つ
の
問
題
に
つ
い
て
共
通
の
関
心
を
も

て
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
す
。
子
供
が

親
と
同
じ
考
え
、
同
じ
生
活
態
度
で
あ
れ

ば
少
し
も
進
歩
は
あ
り
ま
せ
ん
。
親
を
乗

り
越
え
よ
、
っ
と
す
る
意
欲
が
望
ま
れ
ま
す
。

衝
突
し
、
対
立
す
る
目
標
と
し
て
の
親
の

存
在
も
大
切
で
す
。
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

し
て
の
親
は
、
主
に
子
供
自
身
が
成
人
し

て
か
ら
の
こ
と
で
す
。
親
が
亡
く
な

っ
た

の
ち
に
も
続
き
ま
す
。
挫
折
し
た
り
困

っ

子
供
に
喜
び
を
も

っ
て
接
し
て
い
る
と
、

子
供
の
気
持
ち
は
安
定
し
、
親
に
対
す
る

信
頼
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。
親
は
年
長
の
人

と
し
て
、

一言
葉
の
つ
か
い
方
、

他
人
に
対

す
る
態
度
、
買
物
の
仕
方
、
料
理
、
遊
び

な
ど
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
教
え
る
と
い

う
構
え
が
な
く
て
も
親
の
生
活
の
仕
方
そ

の
も
の
が
子
供
に
は
お
手
本
に
な
り
ま
す
。

趣
味
や
人
生
観
に
も
こ
の
こ
と
は
あ
ら
わ

れ
ま
す
。

第
3
の
い
い
友
達
と
い
う
の
は
子
供
が

や
や
成
長
し
て
か
ら
の
こ
と
で
す
。
年
齢

葬

11 

女
性
初

・
2
歳
、
男
性
九

・
5
4蔵
1

1

1
9
8
4
年
調
査
の
日
本
の
平
均
寿
命
は

世
界
に
例
を
み
な
い
ハ
イ
ペ

l
ス
で
、
い

ず
れ
も
世
界

一
と
な
り
ま
し
た
。
人
生
初

年
の
時
代
の
到
来
で
、
医
療
の
内
容
に
も

種
々
の
対
応
が
せ
ま
ら
れ
て
い
ま
す
。
凶

年
前
ま
で
は
老
人
の
骨
折
、
例
え
ば
大
腿

骨
頚
部
骨
折
(
股
の
つ
け
根
の
骨
折
)
の

患
者
さ
ん
は

ω歳
代
が
主
で
し
た
が
、
今

は
初
歳
代
で
す
。

ω
1初
歳
の
老
人
に
多

い
骨
折
は
こ
れ
以
外
に
手
首
の
骨
折
、
脊

骨
の
潰
れ
る
骨
折
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
原

因
は
、
特
に
女
性
の
場
合
、
食
物
の
中
の

カ
ル
シ
ウ
ム
が
う
ま
く
取
り
込
め
ず
、
骨

が
も
ろ
く
な
る
た
め
で
す
。
お
ま
け
に
長

寿
時
代
に
対
応
し
た
老
人
の
行
動
の
活
発

化
に
伴
な
う
不
慮
の
事
故
、
こ
れ
も
そ
の

0.，て~7こん抱ワルーフ会薗

視聴覚ライブラリー

民市

会発足“古文書かS現代を莞~"5月刊日(土) 何時~何時30分
西大村コミュ二ティセンター

くフィルム名〉

赤ずきん (戸二メーション13分〉
家族旅行 (成人教育31分〉

⑦ 

機
会
を
増
し
て
い
ま
す
。

幸
い
に
し
て
現
代
の
医
療
の
高
度
の
進

歩
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
先

程
の
股
の
骨
折
に
し
て
も
約
1
週
間
で
歩

行
が
可
能
と
な
り
、
ま
た
、
長
年
煩

っ
た

膝
、
股
、
そ
の
他
の
関
節
も
人
工
の
関
節

に
入
れ
替
え
ら
れ
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

今
の
人
工
関
節
は
多
少
の
不
便
は
あ
り
ま

す
が
、
痛
み
を
感
じ
る
こ
と
か
ら
は
逃
れ

ら
れ
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
よ
、
つ
に
な
り
ま
す
。

内
臓
の
働
き
を
自
分
で
知
る
こ
と
は
難

し
い
、
と
こ
ろ
が
手
足
の
動
き
は
目
で
わ

か
る
し
、
自
分
の
意
志
で
曲
げ
伸
ば
し
が

で
き
ま
す
。
し
か
し
、
折
れ
た
骨
、
壊
れ

た
関
節
を
せ
っ
か
く
治
し
て
も
、
そ
れ
を

動
か
さ
な
け
れ
ば
固

っ
て
し
ま
う
。
運
動

器
を
扱
う
整
形
外
科
で
は
、
手
術
で
痛
み

な
し
に
動
か
せ
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
は

() ま目ミ

昨
今
は
古
文
書
を
読
む
会
が
盛
ん
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
の
「
古
文
書
か

ら
現
代
を
見
る
」
会
は
そ
の
名
前
の
と
お

り
古
文
書
を
読
む
こ
と
に
主
体
を
お
く
の

健康テレホンサービス
0958・26・5511

5月テーマ

同 自律神経失調症

火 ケガの手当て

水 予防注射の話

木 二キビ

金 戸ルコール中毒

工・白 子宮筋腫

た
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
に
、
親
の
こ
と
を

思
い
出
し
、
こ
ん
な
と
き
自
分
の
親
は
ど

う
す
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
み
る
こ
と
で
す
。

親
に
対
し
て
温
か
な
感
情
を
も
っ
て
い
る

場
合
に
の
み
可
能
で
す
。

子
供
の
心
の
中
に
あ
る
親
の
像
は
子
供

の
成
長
と
と
も
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
い
い
親
と
い
う
の
は
時
に
応
じ
て

前
記
の
五
つ
の
役
割
を
子
供
に
示
し
、
果

た
す
こ
と
の
で
き
る
人
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。「

新
し
い
家
宍
・
ト
ト
ヘ
一
川
て
，
I
育
て
一
ば
、

今
月
号
て
九
わ
J

せ
て
い
た
だ
き
ま
す

ご
愛
北
あ
川
J
fこ
う
ご
ν
ご
い
ま
し
た

8 

で
き
て
も
、
そ
の
後
の
理
学
療
法
、
な
に

よ
り
も
患
者
さ
ん
本
人
の
動
か
す
意
欲
が

あ
っ
て
始
め
て
元
の
働
き
を
取
り
戻
せ
ま

す
。市

立
病
院
整
形
外
科
医
長

千
葉
剛
次

で
は
な
く
、
そ
の
文
書
が
書
か
れ
た
時
代

の
背
景
・
社
会
事
情
を
認
識
し
て
、
そ
の

中
に
自
身
を
お
い
て
そ
の
認
識
の
上
で
現

代
の
社
会
事
情

・
世
相
を
見
直
し
て
見
る

の
が
狙
い
で
す
。
現
代
か
ら
昔
を
批
判
す

る
の
で
は
な
く
、
昔
に
き
か
の
ぼ

っ
て
逆

に
今
の
世
相
を
見
る
と
、
「
今
よ
り
昔
の
方

が
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
「
役
所
の

仕
事
や
組
織
は
、
名
前
、
呼
び
方
は
違
う

が
内
容
は
同
じ
だ
な
」
等
々
変
っ
た
見
方
・

考
え
万
が
出
て
来
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
古
文
書
に
興
味
の
あ
る
方
は
社

会

・
世
相
と
文
書
が
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に

つ
な
が

っ
て
い
る
か
、
大
村
藩
が
当
時
全

国
的
に
は
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
に
あ
っ

た
の
か
、
色
々
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

是
非
皆
き
ん
も
こ
の
タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル

を
く
ぐ
っ
て
見
ま
せ
ん
か
。
老
若
男
女
を

聞
い
ま
せ
ん
。
入
会
を
お
待
ち

L
て
ま
す
。

例
会
日
毎
月
第
2
水
曜
日
・
午
前
日
時

j
ロ
時
・
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

連
絡
先

宮
@
4
0
7
3
(
細
川
)

子
供
の
日

入
浴
料
を
割
引

き
ま
す

- 9 

5
月
5
日
、
子
供
の
入
浴
料
を

浴
場
組
合
の
協
力
に
よ
り
、
割
引

き
ま
す
。

中
学
生

2
0
0
円
を
印
円
に

小
学
生

1
0
0
円
を
初
円
に

幼
児
日
円
を
無
料
に
(
保
護

者
同
伴
に
限
り
ま
す
)



年
s

金

請
求
し
な
い
と
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

「
果
報
は
寝
て
待
て
」
と
い
う

こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
が
、
年
金

は
待
っ
て
い
た
の
で
は
、
も
ら
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

年
金
は
年
を
と
っ
た
り
、
病
気

や
ケ
ガ
で
障
害
者
と
な
っ
た
り
、

一
家
の
働
き
手
に
先
立
た
れ
た
と

き
な
ど
に
、
請
求
し
て
始
め
て
受

け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
の
請
求

先
は
次
の
と
お
り
で
す
。

輔
求
に
必
要
な
も
の

印
か
ん
、
国
民
年
金
手
帳
、
戸
籍

謄
本
、
預
金
通
帳
(
銀
行
、
農
協

な
ど
の
口
座
振
込
み
を
希
望
き
れ

る
人
)
、
年
金
証
書
(
本
人
ま
た

は
配
偶
者
が
年
金
を
受
給
さ
れ
て

い
る
人
)
な
ど

※
手
続
き
に
必
要
な
書
類
は
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
請
求
前

に
年
金
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

.主主主Eヨーなどを受給中の皆さん

Eg~笹銅 山 "1 凡.. を出してください

5月 31日までです

国民年金の障害、母子(準母子)、遺児、寡婦の各年金を

受けている人は、毎年 5月31日までに 「現況届」を提出し
なければなりません。

提出を忘れたり、遅れたりすると、年金の支給が停止き

れたり、遅れたりしますので、ご注意ください。

現況届ガ~\要な人
・障害、母子(準母子)、遺児、寡婦年金の受給権者で昭

和62年 5月31日までに年金の受給権の認定を受けた人 (現

況届を送付しています。)

・障害年金受給権者で、障害状態の再認定を要する人(現

況届および診断書を送付しています。)

現況届ガ必要でない人
・昭和62年 6月1日以降に受給権の認定を受けた人

・年金が全額支給停止きれている人

提出・問い合わせ 保険年金課年金係

地
籍
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

老齢基礎年金の請求先

国民 国民年金にのみ 市役 所

年金 加入していた人 (保険年金課)

厚生年金にのみ
最終の事業所

を管轄する杜

厚生
加入していた人

会保険事務所

年金 二つ以上の制度に加入した
住所地の社会

こと のある人 (国民年金・

厚生年金・共済組合) 保険事務所

共済 共済組合にのみ
共 済組合

組合 加入していた人

注…大正15年 4月1日以前に生まれで、国民年金加

入期間のある人は、従来どおり市役所年金係で

手続きをしてください。

大村純忠顕膨事業

大
村
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
設
立
総
会
が
、

3
月
お
日
、
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
や
か
人
生
初
年
U

の
時
代
、

定
年
退
職
を
し
て
も
、
長
年
の
経

験
と
労
働
能
力
を
活
か
し
、
仕
事

を
し
た
い
と
い
う
高
齢
者
が
増
え

て
い
ま
す
。

そ
の
要
望
に
応
え
よ
う
と
、
設

境
界
杭
ぷ
必
ず
打
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

ポルトガル代理大使も出席

~浸400年記念慰霊祭~

5月29日(日)

純忠終えんの地・坂口館跡と市民会館

大村純忠顕彰会(会長・松本崇大村市長)

き

所

催

と

場

主

ハU
1
E
よ

慰霊祭には、純忠と関係のあるポ/じトカ、、ル

の在日大使館から、アナベラ・カルドソ代理

大使がご出席の予定です。

また、熊本市の音楽家グループによるい天

正少年使節復元音楽演奏"や、日本女子大・

西村圭子教授の講演会なども予定しています。

大村純忠顕彰会は、官民一体となった組織

で、 4月に発足、大村の 「町おこし」を目指

しています。

①ポルトガルの観光・物産展と南蛮文化財展

5月25日休:)-29日(日)(大村浜屋)

立
さ
れ
た
の
が

ρ

シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
μ

で
す
。

高
齢
者
の
方
で
、
働
く
意
欲
の

あ
ら
れ
る
人
、
ま
た
は
、
事
業
所

や
一
般
家
庭
の
人
な
ど
、
仕
事
を

頼
み
た
い
と
思
わ
れ
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
大
村
シ

ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ

l
(
松
並
1
丁
目
2
4
6

1
5
8
@
5
2
2
5
)
 

行
政
相
談
は
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
、
「
遅
い
」

「
納
得
で
き
な
い
」
「
手
続
き
が
分

ら
な
い
」
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
う
い
っ
た
問
題
が
あ
る
と
き

は
、
長
崎
行
政
監
察
事
務
所
(
長

崎
市
岩
川
町
M
j
M
E
長
崎
⑬
1

1
0
0
)
ま
た
は
、
次
の
行
政
相

談
委
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

春
の
行
政
相
談
週
間

行
政
相
談
委
員

江
口
善
芳
皆
同
町

宮

(
@
2
6
5
0

松
本
健
次
三
城
町

告
(⑪

0
1
5
5

北
野
松
代
東
本
町

宮
(⑪

2
6
5
3

※
な
お
、
定
例
行
政
相
談
も
毎

月
第
2
木
曜
日
、
市
民
相
談
コ

ー
ナ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

5
月
何
回
j

m
日



i

l
(
ケ
3

m

工
事
写
ツ
力
ム
明
ほ
か
)

(

計
チ
ー
ム
・

3
7
0入
、
ガ
参
加
し
て
行
わ
れ
だ
¥
市
長
杯
争
奪
市

民
引
ツ
力

l
大
会
。
普
段
の
運
動
不
足
も
な
ん
の
そ
の
・
と
思
い
き

や
¥
前
半
戦
で
く
だ
ば
り

H

年
に
や
勝
て
|
ん
μ

で
も
¥
精
一
杯
頑

張
り
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
(
4
l
位
の
み
)

A
ク
ラ

ス

第

包
工
ア
l

ウ
ル
フ

B
ク
ラ
ス
墓
地
隊

4『

( ~3 ・里子岳湖)

野岳湖を築造しだのが¥深沢{義太夫。

捕鯨で財を築きましだが¥これを藩財政

や社会事業などに献金しましだ。

なかでも野岳湖は、当時 〈寛文元年-

1 661年〉のお金で4200商という

多大なお金を投資し¥農民を干害から被
いました。
その遺徳をしのんで¥深沢{義太夫祭ガ

4月13日行われましだ。

/~ 

/i 

(τる・大村小学校ほか)
大村工業協同組合(12事業所12人〉の皆さんによ

り¥教育施設の奉仕作業ガ行われましだ。今回は¥
市内4/J¥学枝〈鈴田・大村・ 萱瀬・松原〉で¥教室

と廊下の間仕切りゃ机¥椅子などの補強、補修です。

生徒の皆さん¥大事に使ってね /

4‘ 

リ
ッ
カ
ー
輿
術
館
所
蔵

5
月
別
日
働
j

6
月
刊
日
目

県

立

美

術

博

物

館

( ~o ・向陽高校レークサイドグランド)
松原地区青少年健全育成協議会の“親子のつどい野岳

運動会"が、桜咲き競う膏空の中で行われまし疋。

14町内・ 約500人ガ参加。ボールリレーや大村音頭¥

仮装競走などでにぎわいましだ。

企
一般前売り 600円(当巳 800円〉

大 ・高生 500円(当日 600円〉

中・ 小生 300円(当日 400円〉

団体(20人以上〉一-前売り料金

と同じ

入場料

句

E
i--ム



hv
，、U
乙

a

i
組

事

項

もも

司島、、

統
を
明
日
へ
の
カ
に
l

赤
十
字

‘・
反
応
検
査
と

該
当
す
る
乳
却
児

・
生
後
3
か
月
i
4
歳
末
満
で
今

ま
で
に
1
回
も
受
け
て
な
い
乳

幼
児

-
2
回
目
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検

査
を
受
け
て
な
い
4
才
末
満
の

乳
幼
児
(
た
だ
し
、

B
C
G
接

種
後
1
年
経
過
し
た
者
)

料
金

無
料

麻

し

該
当
す
る
却
児
・
生
後
四
か
月

ー

η
か
月
ま
で
の
麻
し
ん
に
か

か
っ
た
こ
と
の
な
い
幼
児

-
麻
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
た

こ
と
の
な
い
幼
児

接
種
方
法

個
人
接
種
で
す
。
直

接
指
定
さ
れ
た
医
院
で
接
種
を

受
け
て
く
だ
き
い
。

期
間

5
月
2
日
1
6
月
初
日

お
願
い

・

接
種
の
と
き
は
、
母
子

健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
き
い
。

接

種

掻
種
で
き
な
い
乳
鈎
児

・
著
し
い
栄
養
障
害
、
ま
ん
延
性

皮
膚
疾
患
の
乳
幼
児

-
熱
の
あ
る
乳
幼
児

-
生
ワ
ク
チ
ン
(
は
し
か
等
)
接

種
後
1
か
月
経
過
し
て
な
い
乳

幼
児

-
1
年
以
内
に
ひ
き
つ
け
(
け
い

れ
ん
)
を
お
こ
し
た
乳
幼
児

{
は
し
か
)

-
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け

る
と
前
後
約
1
か
月
間
は
、

ほ
か
の
予
防
接
種
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
の
で
各
医
院
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

⑨

⑧

⑧

⑧

メ

モ

は
し
か
は
誰
で
も

一
度
は
か
か

る
病
気
で
、
一
度
か
か
る
と
再
び

か
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
は

し
か
は
、
肺
炎
や
、
脳
炎
を
併
発

5
月
A
l
巴

j

例
日

表

実施場 所 ツ反検査 B.C.G接種

市 役 所 5月 5月

萱 i頼出 張 所 10日(火) 12日(木)

西大村コミ ュ ニ
テ ィセンター

鈴田 出 張所 11日(制 13日(劃

コ浦 出 張 所

竹 松 出 張 所

福 重 出 張所
17日(火) 19日(柄

中地区公民館

松原出 張 所
18日 (制 20日 (劃 i

手呈日

時間 午後 2時-3時

お願い ・ 母子健康手帳をご持参 く ださ~ "\ 0 

・体温を計ってきて くださ い。

す
る
こ
と
も
あ
り
、
子
供
に
と

っ

て
い
ち
ば
ん
重
い
病
気
に
な
り
ま

し
た
。
ワ
ク
チ
ン
の
一
回
接
種
に

よ
っ
て
免
疫
が
で
き
た
場
合
は
、

一
生
涯
は
し
か
に
か
か
ら
ず
に
す

み
ま
す
。

医 院名 f主 所 電話番号

松井 医 院 久原 2丁目 @ 6624 

)11 本医院 久原 1丁目 ~ 5675 

寺 井医 院 玖島1丁目 @ 3574 

松尾 医院 ま久島1丁目 @ 4412 

田)11小児科医院 東本町 @ 4000 

近 藤医 院 東本町 @ 1 1 66 

朝長 医 院 杭出浬 2丁目 ~ 5000 

上回 医院 諏訪 1丁目 @ 3505 

出口小児科医院 諏訪 3丁目 @ 2252 

与那城医院 池田新町 @ 5575 

沢 田医院 小路口本町 o 1507 

野 口 医 院 西大村本町 @ 2339 

桝本医院 大川田町 o 8355 

原 医 院 宮小路 1丁目 o 8427 

牧山 医 院 富小路 2丁目 o 7831 

長崎 医 院 寿古町 o 8615 

渡 辺 医院 松原 1丁目 o 8275 

麻しん予防接種指定医院

す

つU
1
1
ム

ね

』
き
り

ん

予

防

接

種

を

重
度
障
害
者
お
よ
、ひ
ね
た

き
り
老
人
入
浴
サ
ー
ビ
ス

対
象
者

①
重
度
障
害
者
お
よ
び

臼
歳
以
上
の
ね
た
き
り
老
人

②
入
浴
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
い

人
③
入
浴
可
能
な
人

入
浴
施
設

慈
恵
荘
・
泉
の
里

入
浴
日

月
4
回
(
施
設
の
リ
フ

ト
付
パ

ス
で
送
迎
し
ま
す
)

小
規
模
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

身
心
の
安
定
と
介
護
者
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
、
通
所
に
よ
り

お
預
り
し
ま
す
。

対
象
者

臼
歳
以
上
の
人
で
体
が

弱
く
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障

の
あ
る
人

実
施
施
設

慈
恵
荘
・
泉
の
里

サ
ー
ビ
ス
内
容

日
常
動
作
訓
練
・

休
養

・
昼
食
・
入
浴
サ
ー
ビ
ス

実
施
日

週
1
回
程
度
(
昼
間
)

在
宅
老
人
短
期
保
護

ね
た
き
り
老
人
を
介
護
し
て
い

る
家
族
な
ど
が
病
気

・
出
産

・
事

故
な
ど
、
や
む
を
え
な
い
事
情
で

介
護
で
き
な
い
時
、
一
時
的
に
保

護
し
ま
す
。

対
象
者

お
お
む
ね
邸
歳
以
上
の

人
で
現
在
病
院
に
か
か

っ
て
い
な

い
人

人
実
施
施
設

保
護
期
間

慈
恵
荘

・
泉
の
里

7
日
以
内

日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

ね
た
き
り
老
人
等
の
日
常
生
活

を
容
易
に
す
る
た
め
給
付
し
ま
す
。

対
象
者

お
お
む
ね
臼
歳
以
上
の

低
所
得
の
ね
た
き
り
老
人
で
そ

の
属
す
る
世
帯
の
生
計
中
心
者
が

所
得
税
を
課
せ
ら
れ
て
い
な
い
人

給
付
用
具

特
殊
寝
台
、
マ

ッ
ト

レ
ス

問
い
合
わ
せ

保
護
課
厚
生
係

昭和63年 3月31日現在

人傷事故
3 月 今年度の累計 前年度同期 増減

件数死者 傷者 件数死者傷者 件数死者傷者 件数 死者傷者

i斗 人 人 件 人 人 {牛 人 人 f牛 人 人

大村市
23 1 26 56 l 63 61 l 80 -5 :i=o -17 

{牛 人 人 i牛 人 人 件 人 人 I牛 人 人

長崎県
460 6 591 1265 14 1590 1282 18 1619 -17 -4 29 

大村市の
f牛 f牛 (牛 1牛

物損事故 120 321 254 + 67 
大村筈察署提供

交通事故発生状況



大
村
還
は
、
み
ん
な
の
海
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
、
マ
ナ
ー
を
守
り

海
に
も
ど
し
ま
せ
ん
か
。

き
れ
い
な

大
村
湾
沿
岸
清
掃

3
月
2
日
1
1
日
ま
で
、
大
村

湾
を
き
れ
い
に
す
る
会
大
村
支

部
(
弘
団
体
)
1
5
9
9
人
は
、

市
内
沿
岸
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
集
め
ら
れ
た
ご
み
は
、
空

缶
や
タ
イ
ヤ
な
ど
約
1
万

t
。

同
会
で
は
、
今
後
も
清
掃
活
動

を
行
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

公
共
下
水
道
区
域
外
は

市内沿岸清掃の結果表

不 燃 物(kg) 可 燃 物(kg)

力、、ラス、 金属類 木、竹 ゴムタイヤ、

陶器、レンガ (空缶、他) 草、紙 ビニール袋、

コンクリー ト プラスティック類

340 1， 715 4， 155 3，820 

2，055 7，975 

家

雑
排
水
処
態
臆
畿
の
設

犠

皆
さ
ん
の
近
く
の
川
、
農
業
用

水
路
、
海
は
昔
と
違
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。
水
が
澄
み
わ
た
り
、
魚
や

生
物
が
元
気
良
く
泳
ぎ
ま
わ
っ
て

い
た
昔
の
姿
は
、
今
は
無
く
な
っ

て
い
ま
す
。

主
な
原
因
が
、
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
雑
排
水
(
台
所
、
風
呂、

洗
面
排
水
な
ど
)
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

市
で
は
、
公
共
下
水
道
計
画
区

域
外
は
処
理
施
設
の
設
置
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
処
理
施
設
を
設
置
さ
れ

た
場
合
、
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
4
月
1
日
か
ら
処
理
方
式
別

に
、
補
助
金
額
を
次
の
よ
う
に
改

訂
し
ま
し
た
。

放
流
型

2
万
円

無
政
流
型

6
万
円

雑
排
水
ば
っ
気
浄
化
槽
等

6
万
円

小
型
合
併
浄
化
槽

初
万
円

問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
公
害

係

喝g

.... 伽.

つ
由
子

・
寡
婦
家
庭
の

み
な
さ
ん
ヘ

修
学
資
金
の

貸
付
け
を
ど
う
ぞ

高
校
・
大
学
・
専
門
学
校
に
修

学
さ
せ
る
の
に
必
要
な
資
金
に
お

固
ま
り
の
母
子
お
よ
び
寡
婦
家
庭

に
貸
付
け
を
行

っ
て
い
ま
す
。

ご
相
談
は
、
福
祉
事
務
所
母
子

相
談
員
へ

健
康
教
育
講
演
会

期
日

5
月
日
日

附

場
所

三
浦
出
張
所
大
会
議
室

講
演
会

時
間

午
後
1
時
初
分
よ
り

演
題

「成
人
病
の
予
防
に
つ
い

て
」

講
師

上
田
医
院

上
田
市
次
先
生

健
康
相
談

(市
保
健
婦
)

時
間

午
後
3
時
よ
り

んさ皆の
者

者i

)
 

ヨ
g

'火

憲
一
新
日

害

月

病
障

5

度
難
重

福祉課福祉係 (申請書を用意 しています)

もらえる人 4月1日現在、市内に引続いて 1年以上住んでいる人 (住民

登録をしている人)で、多発性硬化症など、指定した病気にかかり、治療

を受けている人、またはその保護者

必要なもの ①特定疾患医療受給者証または、福祉課所定の証明書 (小児

慢性の場合のみ)②住民票抄本③印鑑④預金通帳

申請先申込期限

春

季

慰

霊

祭

5
月
お
日
嗣

午
前
日
時
却
分
j
ロ
時

場
所
県
忠
霊
塔
(
三
城
町
)

※
遺
族
章
は
、
各
地
区
遺
族
世

話
人
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
が
、

届
か
な
い
人
は
、
福
祉
課
、
各

出
張
所
ま
た
は
遺
族
会
事
務
局

で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

日
時

もらえる人 4月1日現在、 市内に引続いて l年以上住んでいる人 (住民

登録をしている人)で、その家庭に在宅 (同居)する 4歳以上の① l、 2

級に該当する重度の身体障害者 (聴覚および内臓機能障害者は除きます)

② (児童相談所・精神薄弱者更生)相談所の判定によ る重度の精神薄弱者

の食事、入浴、排便、衣服の着替えなど日常生活について介護している人

必要なもの ①身体障害者手帳または、療育手帳②住民票謄本③印鑑④介

護者名義の預金通帳

円
ベ
U

司

a
，a企



お
し
ら
せ

一
知
猟
者
適
性
様
査

。
適
性
横
査

対
象

印
年
4
月
1
日
l
m
年
3

月
白
日
ま
で
に
狩
猟
免
許
を
受

け
て
い
る
人

期
日
・
場
所

7
月
6
日
附
j
8
日
俗

県
北
会
館
(
佐
世
保
)

7
月
ロ
日
ω
i
日
日
制

県
勤
労
福
祉
会
館
(
長
崎
)

7
月
幻
日
同
i
n
日
幽

諌
早
文
化
会
館
他

申
請
期
間
5
月
刊
日
閃
1
6
月

日
日
働

※
一
次
試
験
に
つ
い
て
は
、
6

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
1 県 込
1 白 書
1 然 請
) 保 求

言蔓 ・
課 問
f へし、

雪 合
長わ
崎せ
@ 

日
時

5
月
3
日

ω
午
前
8
時

日
山
分
1
(
雨
天
の
場
合
5
月

8
日
間
)

場
所

市
営
陸
上
競
技
場

参
加
対
象

子
ど
も
会
員
お
よ
び

育
成
会
員

組
合
せ
抽
選
会

4
月
幻
日
附

午
後
7
時
却
分
(
コ
ミ
セ
ン
)

問
い
合
わ
せ

幸

町

お

j
お
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内

子

ど
も
会
事
務
局
(
宮
@
3
1

6
1
)
 

一町.' 
，，~ r 

期
間

5
月
3
日
ω

j
5
日
同

「一一一ーーー騨Fニ

種別 住宅名 戸数 間 取 り 家賃(月額・円)

上小路第 2 1 6・6 4 ，0 0 0 

古 町 2 6・4.5 4 ，7 0 0 

植 松 3 6・4.5 5 ， 1 0 0 

i'I 松 7 6 '4.5・3.5(桐 9 ，8 0 0 
種

久 原、 11 3・6・3 9 ， 1 0 0 

久原第 2 3 6 ・6 ・5師団 21，000 

2 辛fi 舟 6・4.5 2 ，5 0 0 

種 悪尺 月リ 1 6・4.5 5 ，0 0 0 

受け付け 5月6日幽 -13日(針

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

※収入などに制限があります。

場
所

野
岳
湖
畔

出
品
内
容
茶
、
い
ち
ご
、
タ
ケ

ノ
コ
、
ア
ス
パ
ラ
、
農
産
物
加

工
品
、
松
原
お
こ
し
、
松
原
刃

物
、
鉢
物
の
即
売

の

対
象

体
育
指
導
者
、
高
齢
者
、

婦
人
、
そ
の
他
希
望
者

日
時
5
月
白
日
ω

時
間

午
前
9
時
初
分
j
ロ
時

講
師
県
立
ス
ポ
ー
ツ
研
究
指
導

セ
ン
タ
ー
指
導
員

受
講
料

叩
円
(
障
害
保
険
料
)

携
行
品
運
動
着
、
体
育
館
、
ン
ユ

ー
ズ
、
筆
記
用
具

申
込
期
限
5
月
初
日
幽

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

「一一一一曹僻

種別 団地名 戸数 間 取 家賃(月額・円)

r吊L包， 舟支 3 6・6-
15，000-19，000 6・4.5・45・3(羊)

1 久原第 2 6 6・6・4.5(i勃 21，200 

二城 3 6・6・6 27，700 

種 松 山 7 6・6・6(消 27，500 -29，000 

本小路 6・6・6(i鴇 32，000 

2 植松 2 6・4.5 5，300- 5，400 

久原第2 6・6・4時勃 16，600 

種 松 山 4 6・6・6(i勃 20，500-22，500 

教
育
委
員
会
体
育
課

場 日
所 時

ほ
し
ゅ
う

1 

5
月
幻
日
出
1
お
日
開

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

①
国
家
公
務
員

I
種
(
上
級
職
)

資
格

昭
和
初
年
4
月
2
日
j
m
M

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

(
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
)

申
込
期
間

5
月
日
日
働
l
n
日
働

②
国
税
専
門
官

国
税
局
ま
た
は
税
務
署
の
業
務

に
従
事
し
ま
す
。

資
格

昭
和
初
年
4
月
2
日
j
MM

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

(
大
学
卒
業
程
度
)

申
込
期
間

5
月
日
日
⑥
1
初
日
@

出
品

さ
っ
き
盆
栽
約
1
0
0
点

※
大
村
で
最
初
の
き
っ
き
展
示
会

で
す
。
多
数
の
御
来
場
を
お
願

い
し
ま
す
。

(
大
村
き
っ
き
愛
好
会
)

③
国
家
公
務
員
H
種
(
中
級
職
)

資
格

昭
和
弘
年
4
月
2
日
j
位

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

(
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
)

-
昭
和
位
年
4
月
2
日
以
降
生

ま
れ
で
問
短
大
ま
た
は
高
専
卒

お
よ
び
見
込
み
の
人

川
人
事
院
が
同
と
同
等
の
資
格

が
あ
る
と
認
め
る
人

申
込
期
間
5
月
お
日
制
j
6
月

1
日
附

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

①
②
は
、
人
事
院
九
州
事
務
局

(〒

m博
多
区
博
多
駅
東
2
1

1
1
1
2
仰

4
3
1
1
7
7
3

3
)
 

③
は
、
諌
早
税
務
署
(
宮
②

1

3
7
0
)
 

A
斗
A

唱

E
4

※用紙配布 5月6日閣~

受 付 5月11 白色同~16白(日)
申し込み・問い合わせ 長崎県住宅供給公社

大村事務所 (fi@6825) 



市

奨

学

生

大
学

1
万
円

募
集
期
間

5
月
2
日
間
j
訂
日

ω

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
庶
務
課

※
願
書
な
ど
は
教
育
委
員
会
庶

務
課
に
あ
り
ま
す
。

(
高
校
・
大
学
)

資
格

①
市
民
ま
た
は
そ
の
子
供

で
、
高
校
・
国
立
高
専
、
大
学

に
在
学
中
の
人

②
学
業
成
績
が
良
好
で
心
身
と

も
に
健
康
な
人

③
経
済
的
理
由
で
学
資
の
支
弁

が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
人

④
高
校
、
国
立
高
専
に
在
学
中

の
人
に
あ

っ
て
は
、
日
本
育
英

会
、
長
崎
県
育
英
会
そ
の
他
こ

れ
ら
に
類
す
る
団
体
か
ら
奨
学

金
の
貸
与
を
受
け
て

い
な
い
人

貸
与
金
額

高
校
、
高
専

532 aりがとうご作ました
(敬称略)

= 

大

期
間

日
年
5
月
1
悦
年
3
月
、

毎
月
1
回
開
校

時
間

午
後
1
時
初
分
1
3
時

ω

一分

場
所

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
は
カ

内

容

高

齢
者
の
生
き
が
い
、
健

康
、
地
域
社
会
、
研
修
旅
行

7
千
円福祉基金へ砂前田秀征 (植松1丁目 )5万円砂猪股正

(木場 1丁目 )5万円惨田中嘉寿夫 (久原 1丁目 )10万

円砂井手雅子 (水主町 1丁目 )5万円

社会福祉協議会へ 砂町永安蔵 (古町 2丁目 )10万円砂

坂本鶴吉 (武部町)10万円砂山崎スエ (竹松本町) 5万

円砂朝長セツ (大里町) 5万円砂久富武士 (水田町)10 

万円砂渡海恵子 (武部町)20万円砂川崎繁雄 (陰平町)

10万円砂長井申八郎 (桜馬場 2丁目 ) 5万円砂鈴田正忠

(片町)50万円砂溝江 農 (小路口町)5万円

3
4
、A

tv
，刀

対
象

印
歳
以
上
の
人

受
講
料

無

料

申
込
期
限

5
月
7
日
出

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

佳
侵
ゆ
か
さ
に
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
書

い
て
、
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
(
幸
町
お
j
お
、
高
齢
者

大
学
係
)
へ

必、
着

小
中
学
生
・
一
般
、
男
女
を
聞

い
ま
せ
ん

時
間
少
年
部

午
後
6
時
初
分

1
7
時
初
分

一
般
部
午
後
7
時
初
分
j

8 t 

L 

時
叩
分

練
習
日

少

年

部

月

・
金

一
般
部
月
・
水
・
金

場
所

市
武
道
館
一
階

連
絡
先
宮
(
⑪
0
2
7
3
獅
子
島

i
タ
ー
ボ

-
体
重

，mu
旬
以
下

-
視
力
裸
眼
で
両
眼
と
も
1
・

0
以
上

応
募
締
め
切
り

6
月
4
日
出

問
い
合
わ
せ

長
崎
県
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
競
走
会
(
玖
島
1
丁
目

宮
②
6
1
9
4
)

-
子
供
の
部

小
学
校
l
年
i
中
学
校
3
年

・
大
人
の
部

高
校
1
年
j
ω
歳
位

性
別
は
間
い
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
協
賛
会

事
務
局
(
宮
臼
1
2
5
8
0
)

応
募
資
格

・
年

齢

げ

歳

j

n
歳

(
6
月
お

日
付
)

・
身
長

m
m以
下

ス
タ
イ
ル
一

今
回
の

μ
広
報
お
お
む
ら
H

い
か
が
で
し
だ
か
。

現
代
の
情
報
化
二
l
ズ
に
応
え
よ
う
と
¥
今
月
口
古
か
ら
¥
従
来
よ

り
ひ
と
回
り
大
き
い

A
4版
・

2
色
刷
り
に
、

ま
だ
よ
市
政
だ
よ
り

お
お
む
ら
H

を
H

広
報
お
お
む
ら
H

に
改
め
ま
し
だ
。

内
容
に
つ
い
て
も
、
地
域
に
密
着
し
た
話
題
を
多
く
取
り
入
れ
だ

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
回
り
に
、
ホ
ッ
ト
な
話
題
、
ア
イ

デ
戸
・
ご
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
芝
ら
¥
ど
し
ど
し
ご
連
絡
く
だ
さ

い。

皆
さ
ん
と
作
る
広
報
紙
に
し
だ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新

11 

福祉事務所へ 砂前田恵子=車椅子砂 NTT大村電報電

話局 =i電話お願い手帳J4 0 0冊

大村公園桜田の堀へ 砂一丸正人 (木場 1丁目 )錦鯉・

金魚

放虎原幼稚園へ

備品

福祉基金へ 国光秀雄 (原口町)20万 5円砂長与千種大

村公演実行委員会=10万円

清和国へ 砂大村歌謡愛好会・すみれ会=慰問砂長崎県

共同募金会=洗濯機・アイロン寄贈砂大村高校家庭クラ

ブ=奉仕砂親奉会・森安太郎・中島松一・岩井勝・末永

辰夫=理容奉仕砂野村民江 (水田町)茶道奉仕

郡中学校へ 砂益田陸奥子 (宮小路 3丁目 )図書8万 1

千 5百円相当

社会福祉協議会へ 砂長安寺寒行回二 5万円砂本経寺寒

行団=10万円砂真崎正次=1万 5千円

泉の里へ 砂尾崎修二 (中里町)、松尾満雄 (木場 2丁

目)みかん砂清水兵市 (宮小路 1丁目 )タオルほか

砂中岳老人会宝満=タオル砂フランソア原口庖=ケーキ

砂中嶋正昭 (日泊町)もち米砂大村高校家庭クラブ=奉

仕砂大村部隊音楽隊、ひまわり保育園、萱瀬保育園二慰問

慈恵荘へ 砂日本たばこ産業側=たばこ砂金子商庖岩松

農園=野菜砂花満=花束砂大村理容組合、大村高校家庭

クラブニ奉仕砂大村部隊音楽隊=慰問砂高木真 (諏訪 2

丁目 )10万円砂南タマ (桜馬場1丁目 )衣類砂有川斉 (松

並 1丁目 )衣類外砂小佐古子供会こもち

光と縁の園向陽寮へ 砂本山ひろ子 (上諏訪町)30万円

惨五日会=5万 7キ 500円惨大村地区同盟=2万 5千

円惨林田佐重喜 (松並 2丁目 )菓子砂第一印刷側、山道

医院=菓子砂大村高校家庭クラブ=慰問砂天理教婦人部

二奉仕

大村子供の家へ 砂高教組大村支部=2万 3千 92 5円

砂市立病院4階看護婦=3万円砂大村地区同盟=2万 4

千 50 0円砂竹松部隊第 327高射中隊=2万円ほか

砂赤水清春(本町) 1万円砂鬼橋町十人会=野菜砂九州、|

電力労組大村分会=もちつき慰問砂大町美也子 (協和町)

菓子砂林田佐重喜 (松並 2丁目)菓子砂長崎空港ビルデ

イング=玩具砂市青年農業者連絡協議会=野菜惨山道医

院、第一印刷側、村里運送=菓子砂よ ろう会=もちつき

砂県経済農業者協同組合連合会=ジュース砂琴花園=門松

熱唱カラオケ ⑭41れ

テレホンサービス CNTT) 
「

D
1la 

砂放虎原幼稚園 PTA=椅子ほか設備
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T日 当番医 13日 T歳6か月児健康診査

(日) (内・小)松永医院 古町 2丁目 ft@ 2 9 43 働
市コミュニティセンター③13: 00 -13: 30 

(産)大村中央産婦人科医院
⑪昭和61年10月生まれ(61年5月-9月生まれで、

水主町 2丁目 合 @ 38 5 0 
まだ受けていない人も受診してください)

⑮母子健康手帳、問診票、お子きんの歯ブラシ

28  安産教室 市役所 9:30-11: 00 ⑧9:30まで 15日 当番医

(月) ⑮ 母子健康手帳、ズボン (日)
(内・消)南野内科消化器科医院東三城町宮@ 373

一般健康相談 市役所 13:00-16:00
(外)中島外科医院西=城町 宮@38 7 5 

⑪ 40歳以上⑮血圧測定ほか 17日(火) 乳幼児健康相談 鈴田出張所②9:30-11: 00 

3日 当番医 18巴(水) 妊婦教室也) 中地区公民館 13: 00-16: 00 

(火 ・祝) (内・小)松井医院久原 2丁目 宮@ 6624 19日 機能訓練根気の会 福祉センター 13:30 -15: 30 

(眼)楠木眼科医院東=城町 宮② 271 1 (木) 定期巡回献皿 市役所 9:30-12: 00 

4日 当番医 20日 1歳6か月児健康診査
杭出津 2丁目

(蛍
市コミュニティセンター⑧13:00-13: 30 

(水 ・祝) (内・呼・胃)ともなが内科クリニック 宮⑪ 5000 ⑪⑮…13日幽 と同じ
(産・内)桝本産婦人科内科医院 成人の健康相談 福祉センター 13: 00-15: 00 

大川田町 宮③ 8355 ⑪⑮… 2日(月)と同じ

5日 当番医 21日(土) 耳とことばの相談 福祉センタ-13:00-15:00 

(木・祝) (胃・内)津田胃腸科内科医院 22日 当番医

小路口本町 宮@150 7 
(日)

(内)早田内科医院竹松本町 宮@3530 

(眼)岩崎眼科医院本町 宮@ 3435 (外・内)原医院宮小路 1丁目 宮@8427 

6包 妊婦教室(1) 中地区公民館 13:00-16:00 
23日(月) 乳却児健康相談 =浦出張所⑧9:30-11: 00 

(劃 成人の健康相談 福祉センター 13 : 00 -15 : 00 25日(ポ 妊婦教室(4)中地区公民館 13 : 00 -16 : 00 

⑪⑮… 2日(月)と同じ
26日 3⑧歳児9:健康診査 大村保健所

8日 当番医 (本) 30-10:00、13:00-13:30

(日) (内)岡 内科医院東二城町 宮@30 00 
⑪昭和59年11月生まれ(59年5月-10月生まれで、、

(耳)下山耳鼻咽喉科医院原口町 宮@ o648 
まだ受けていない人も受診してください)

⑮母子健康手帳、問診票

9日
乳鈎児健康相談 福重出張所⑧13:30-15: 00 27 程日白

4歳6か月児健康診査

(月) 市コミュニティセンター③13:00-13:30

10日 乳鈎児健康相談 市コミュ ニティセンター
⑮⑮…13日幽と同じ

(刈 ⑧ 9: 30-11:00、13:30-15:00 29日 当番医

⑮離乳食教室 10: 30- (日)
(内)近藤医院東本町 宮⑪ 1166 

(外)松尾外科医院東本町 宮② 3331 

竹日
妊婦教室(2) 中地区公民館 13: 00-16: 00 略号の説明

(水) ⑪-一対象 ③ …受け付け

12日
機能訓練根気の会 福祉センタ-13:30-15:30 

⑮ …持ってくるもの ⑮ …内容

(本) 当番医の診療時間 9 :00-18:00 

S月の健康カレ乙，'1-
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人口の動き，、"、.，、d開

市民相談コーナ←〈広報公聴課〉ですべて無料で行っています。

お気軽にこ相談下さい。 4月1日現在

人口計 71，151
(-455) 

34，026 
(-275) 

37，125 
(-1 80) 

男

女

九
州
電
力
側
大
村
営
業
所

宮
(⑪

2
4ー
ア
ペ
|

人 権相談 (10日 10: 00""'15 : 00) 
行政相談 (12日 9: 30""'12 : 00) 
法律相談 (18日 10: 00""'15 : 00) 
受通事故 相談 (24日 10: 00""'15 : 00) 
年金相談 (25日 10: 00""'15 : 00) 
不動産相談 (27日 13: 00""'16 : 00) 

※受け付けは午前8時30分より行っています。 21.430 
(-24) 

〉内は前月比

po
 

司

Ei

世帯数

( 7 日 ~8 日笹川賞場外発売、 12 日 ~ 1 6 日、
25 日 ~30 日施設改善記念)
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